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今年の夏は、なにかと「平成最後の」という修飾語がつき、特別な夏のように感じることが

ありました。９月３日より新学期が始まりましたが、子ども達は平成最後の
．．．．．

夏
．
を、どのように

過ごしたのでしょうか。夏休み中は、各地区のお祭りや手賀沼花火大会が行われ、楽しんだ子

どもも多かったことと思います。少年指導員の皆さんには、暑い中、各地区で子ども達の見守

りをしていただき、ありがとうございました。 

パトロール後の報告書を見ると、夜遅くまで徘徊をしたりトラ

ブルに巻き込まれたりすることもなく、楽しくお祭りに参加して

いた子ども達の様子がうかがえ、安心しました。「子ども達の安

全を守るためには、地域の大人の目がとても大切だな」と、改め

て思いました。これからも、見守りをお願いいたします。 

                         

                                                                 

  

 

 

〈街頭指導時における少年の行為・学識別状況〉 

           種別 

区別 

小 学 生  中 学 生 高 校 生 他 学 生 そ の 他 合 計 
合計 

男   女   男  女 男   女   男   女   男   女   男   女   

怠 学 指 導                      

帰 宅 指 導         1  1        2  2 

喫   煙                      

飲   酒                      

た  む  ろ                      

自転車二人乗り                      

自 転 車 無 灯 火            1 4  1  2  7 1 8 

そ  の  他         2          2  2 

合 計         3  1 1 4  1  2  11 1 12 

＜お祭りでの様子等＞ 

・手賀沼公園の街灯のない暗い場所で遊んでいる子ども達に、危ないので明るいところで

遊ぶよう声かけをした。 

・小学生がスーパーの駐車場で、ゴミを散らかしながら遊んでいたので、声かけをした。 

・公園内の街灯が切れている場所があり、公園緑地課に連絡をいれた。 

・お祭りが終わると、速やかに帰宅する子ども達の姿が見られた。 

きずな

ずな 

実 施 時 期：７・８月 

パ ト ロ ー ル 回 数：延べ  ２３回 

参加少年指導員数：延べ 158 人 



 
 
 警視庁のデータによると、自転車関連の交通事故件数は減

少傾向にありますが、昨年度全国で約９万件の交通事故が起

きています。事故の相手を見ると、対自動車が一番多く、全

体の８４％を占めています。事故の状況は出会い頭の事故が

５４％でしたが、自転車側に原因があることも多く、安全確

認不足や一時不停止や信号無視などの、交通違反が見られま

す。年齢別に見ると、１９歳以下が全体の４０％と多くを占

めていました。 
 自転車運転中の交通事故と聞くと、被害者になることをイメージする人が多いのではな

いかと思いますが、加害者になることもあります。先日も、スマホを見ながら自転車を運

転していた大学生が、歩行者と接触し、歩行者が死亡するという事故が報道されました。

平成２５年には、事故当時小学５年生だった少年が乗った自転車が、歩行者と接触し、被

害者の女性が５年たっても寝たきりで意識が戻らない状態だったため、保護者に対して裁

判所から約９，５００万円の損害賠償が命じられました。小中学生だから事故を起こして

も許されるということはありません。 

 ながらスマホだけでなく、信号に従うことや夜間にはライトをつける、二人乗りをしな

いなどの交通ルールを守り、加害者にも被害者にもならないようにしましょう。 

 
 
 
 今年度に入り、少年センターに不審電話の報告が、７件（５月

に５件、７月に２件）ありました。いずれも女性からの電話で、

保護者になりすまし、実際には行われない架空のドッジボール大

会やバレーボール大会を行うようなふりをして、子どもから電話

番号を聞き出すというものです。 

 電話の女性は、実在する子どもの名前をあげて、電話に出た子

どもを信用させ、言葉巧みに電話番号を聞き出そうとします。各学校からも子どもや保護

者に注意喚起をしているところですが、各家庭でも再度ご注意ください。不審な電話がか

かってきた時には、大人に電話をかわったり、折り返し電話をかけたりするようにして、

子どもが対応しないようにしてください。 

 今のところ実害があったという報告はありませんが、不審電話があった場合には、すぐ

に警察に連絡をするようにしてください。 

 

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ！」 
７月１４日（土）に我孫子駅南口で、薬物乱用防止街頭啓発活動

を行いました。当日は、我孫子警察や松戸保健所、防犯協議会の方

と一緒に街頭活動をしました。 

危険ドラッグは、「ハーブ」や「お香」などと、あたかも安全な

もののように偽って販売されていることの多い薬物で、決して安全

でも合法でもありません。「痩せる」「集中力がアップする」「１

回だけなら平気」などの甘い誘いに乗らないようにしましょう。 

交通ルールを守ろう！ 

 

不審電話に注意してください 

 


